
資料１ 

実証実験に向けた取組の経過について 
 

月 主な取組 

Ｈ３１年 

２月 

【第５回あきる野市公共交通検討委員会】 

 ワークショップ及びアンケート調査の結果を踏まえ、実証実験の対象区域とする２区域につ

いて議論した結果、第１優先を草花折立区域、第２優先を深沢区域とすることで意見がまとま

った。 

【市】上記の検討委員会での議論の結果を、公共交通優先検討区域の代表者の方（町内会・自

治会長）及びワークショップ参加者に報告した。 

Ｈ３１年 

３月 

【市】検討委員会からの意見を踏まえ、令和元年度に、草花折立区域及び深沢区域のうち１区

域以上で実証実験を実施する方針とし、必要経費を次年度予算に計上した。 

また、２区域で実験を実施する場合は、それぞれ異なる内容の実証実験を行うこととして、先

進事例等情報収集を進めた。 

Ｈ３１年 

４月～ 

【市】草花折立区域及び深沢区域における実証実験の内容について、以下の方針とした。 

①草花折立区域 

 ワークショップ及びアンケート調査の結果では、「導入を検討すべき公共交通」、「ぜひ使いた

いとされる交通」の１位が「るのバス」、第２位が「急坂下（草花団地内）まで通る小型車両」

であったことから、定時・定路線運行型の公共交通を検討することとした。 

②深沢区域 

 ワークショップ及びアンケート調査の結果では、「導入を検討すべき公共交通」、「ぜひ使いた

いとされる交通」の１位が「ドア to ドアの交通」、２位が「タクシー代の補助」であった。こ

の結果及び市議会総務委員会からの「タクシーを利用した取組が有効」との意見を踏まえ、検

討した結果、タクシー利用補助の実証実験を行うこととした。 

 

◆各区域における実証実験の実施に向けた取組の経過及び今後の予定（主なもの）◆ 

①草花折立区域 ②深沢区域 

【４月】 

・実証実験概要（素案）の作成に向け、ルート、

時刻表等の検討を開始 

【５月】 

・先進自治体視察（檜原村） 

・町内会長への現状報告 ※随時 

【今後の予定】 

・国土交通省、交通管理者（警察）、道路管理

者、実施事業者との調整 

・実証実験概要（素案）の作成 

・草花折立区域住民との意見交換 

・実証実験計画（案）について、検討委員会の

意見聴取 

・計画策定 

・手続き等実証実験の準備 

・草花折立区域住民への説明会 

・実証実験の実施及び効果検証 

【４月】 

・先進自治体視察（福生市） 

・タクシー事業者との調整 

・実証実験概要（素案）の作成 

・自治会長への現状報告 ※随時 

【５月】 

・深沢区域住民との意見交換  

【今後の予定】 

・実証実験計画（案）について、検討委員会の

意見聴取 

・計画策定 

・手続き等実証実験の準備 

・深沢区域住民への説明会 

・実証実験の実施及び効果検証 

 

 


